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目次 

1面 

 国際婦人デー3・5集会に結集しよう！ 

「ジェンダー平等」論で問題は解決されない 

国際婦人デー３・５集会実行委員会 

 

２０２２年国際婦人デー東京集会（３月５日(土)） 

 

2面 

読売が大阪府と「包括連携協定」 

ジャーナリズムを放棄した壊憲への癒着宣言 

山口正紀（ジャーナリスト） 

 

沖縄以外でも米軍由来のコロナ拡大 根底に日米安保と地位協定  

岩国 ――田村順玄（あたごやま平和研究所） 

「新型コロナ」岩国基地で大感染 

 

  立川 ――大洞俊之（立川自衛隊監視テント村） 

軍隊と感染症は切っても切れない 

 

3面 

「家族会」次世代幹部の社会的責任 

強硬路線「救う会」からの離脱が不可欠 

髙嶋伸欣（琉球大学名誉教授） 

 

連載 ２０２２ 沖縄からのレポート ② 

辺野古新基地反対運動に関わって 

西浦昭英（名護市在住） 

 

4面 

日大脱税事件口実に進む「私大ガバナンス改革」 

国家戦略下の学校教育を許すな 

佐野通夫（私立大学教員） 

 

ユナイテッド闘争団不当判決糾弾報告集会 

不当判決出した司法を許さない 

友田幸枝 

 

尾澤さんの釈放勝ちとる 

韓国サンケン闘争支援の闘いを強めよう！ 

編集部 

 

ありがとうございます 

 釈放のお礼と報告 

尾澤孝司（韓国サンケン労組を支援する会事務局次長） 



 

5面 

労働者通信 

労組機関紙を強化し豊かにする取り組み 

組合員の共感集めた朝鮮学校訪問記事 

伊藤薫（自治体労働組合勤務） 

 

高校無償化裁判を振り返って 

差別と不平等・不条理をなくす闘いの継続を 

李昌興（広島朝鮮初中高級学校校長） 

 

前照灯 

国の責任による介護制度を 

 

6面～7面 

ウクライナ情勢分析 ―― 西側帝国主義とネオナチズム 

ウクライナにおけるネオナチズム 

「自由の戦士」として復活するナチ協力者 

グレン‐ティーゼン（ノルウェー南東部大学教授） 

 

 第二次世界大戦中のナチ協力者を讃えるために数千人が行進 

編集部 

 

 ＩＭＣＷＰ臨時会議 ドイツ共産党報告 

ドイツの帝国主義的現在 

 

ウクライナ情勢について 

西側メディアが伝えないこと 

テッド‐スナイダー（コラムニスト） 

 

8面 

カザフスタン事態についてインタビュー 

工場スト委員会が闘いの司令塔になった 

エリセオス‐バゲナス（ギリシャ共産党国際関係部責任者） 

 

カザフスタン社会主義運動 

人民蜂起が起きている 

 

9面 

「極東勤労者大会」開催一〇〇周年に寄せて 

極東勤労者大会とは 

日本共産党結成の重要な契機に 

井野茂雄 

 

 レーニンの言葉 

日本のプロレタリアへの伝言 

 

 コミンテルンを代表して 



開会にあたっての片山潜の挨拶 

 

渡辺春男の回想から 

日本代表団として報告する 

 

10面～11面 

れいわってふきつだね 

―― 不吉な四四行詩 

安里ミゲル 

 

展示を拒否され続ける山下菊二の作品 

梨の木ピースアカデミー・オンライン講座で報告 

金山明子（画家） 

 

劇評=『彼女を笑う人がいても』 

メディアの変節を問う 

――六〇年安保の時代と今 

大橋省三 

 

紙つぶて 

福島で辺野古の写真展を開く 

二瓶一夫（福島県・三春町） 

 

本紙前号の岡田論文を読んで 

山辺昭夫（東京都・三鷹市） 

 

催物案内 

 

12面 

ＨＯＷＳの講座案内 ２月～３月 

 

二〇二二年の年賀状から 

在日本朝鮮人人権協会（東京）／新社会党委員長・岡崎宏美（東京）／朝鮮大学校（東京）

／二瓶久勝（千葉）／中川功・中川町子（北海道）／在間秀和（大阪）／金山政紀（画家）

／及部克人（東京都）／玉石一成（神戸）／朝鮮第六幼初級学校／ギリシャ共産党中央委員

会／アメリカ共産党中央委員会／ブラジル共産党国際関係書記 

 

頂門一針 

 「返す」ということ 

 

編集部発 

 

付録 1面～2面 

朝鮮戦争の最中に現地調査団を派遣した国際民主婦人連盟 

韓国でその軌跡を記録した『冷戦の魔女たち』が発刊 

わたしたちは十分に見た、だから告発する 

金泰佑の『冷戦の魔女たち』を読んで 

ウン‐ヨンジ（労働社会科学研究所会員） 



 

付録 3面～4面 

ＨＯＷＳ講座報告 

コロナ禍のなかの労働運動（下） 

労働運動は何をなすべきか？ 

須田光照（全国一般東京東部労働組合書記長） 

 


